
区分 経費区分

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

 国庫 起債
その他
特定
財源

 一般
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

文化財指定促進事業 継続 政策的経費 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に 教育振興基本計画 ○ ○ H26 5 15,469 2,790 12,679 ○

福井の文化財緊急修理事業 継続 政策的経費 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に 教育振興基本計画 ○ Ｈ27 4 31,664 31,664 ○

丸岡城国宝化推進事業 継続 政策的経費 日本のふるさと・ピースフル（Peaceful）福井 ○ Ｈ27 4 3,225 3,225 ○

埋蔵文化財調査センター移転整備事業 継続 政策的経費 ○ Ｈ28 3 29,002 3,806 25,196 ○

「白川文字学」普及・研究促進事業 拡充 政策的経費 福井から人材育成 教育振興基本計画 ○ H19 12 11,286 11,286 ○

ふるさと文学館 継続 政策的経費 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に ○ H23 8 47,030 785 46,245 ○

鯖江青年の家耐震補強・改修事業 継続 政策的経費 ○ Ｈ29 2 97,582 25,000 72,582 ○

5 3 235,258 6,596 25,000 785 202,877 1 6

平成２９年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 生涯学習・文化財課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

平成
３０年度
予算額

 財源内訳



課長名

■ ■ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
橘家文書調査を実施し、完了するとともに、今庄町町並み保存対策
調査や戸祝い行事調査に着手

―

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

○指定候補文化財の調査
（大音家文書・三方石観音の御手足・大滝地区文化財ほか）
○文化庁調査官の招聘

［受益者］ 一般県民 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況 市町職員も調査に関わってもらう。

事業名

〕
政　　策  〔 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に

［事業目的］

本県の長い歴史の中で育まれ、今日まで守り伝えられてきた県民の財産である文化財の保存を図るとともに、地域づくりや観光への活用を図るため、文化財の国指定
等を推進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な県政
関連する県の計画等 〔 教育振興基本計画

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H31

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 県1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

文化財指定促進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水邦夫

- 1 -



課長名

■ ■ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 5 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

13,916 20,755 17,312

725 8,567 13,502 13,616

426 8,341 12,120

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(10) (10) (10) (10) (10)

10 11 14

35 45 46

□ 無

■ 有

他県の状況 ―
関連事業の有無・

役割分担

事業名 文化財保護審議会

（役割分担）

文化財保護審議会において、県指定文化財の指定について審議等を行
う。

活動指標 文化財調査件数
(目標)

実績

成果指標 新指定文化財の件数
(目標)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・放生祭調査を県主体事業から小浜市への補助金としたため
・調査を完了した事業があるため（平成28年度大般若経・湯尾峠の測量、平成29年度橘家文書・柳ケ瀬トンネル）

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 15,469

三方石観音の御手足、大滝地区文化財レベルアップ、海女による伝統的素潜り技術の国指定
に向けた調査をそれぞれ1年ずつ延長

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

H31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

15,469 2,790 12,679 史料調査費国庫補助事業

県1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水邦夫

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金

文化財指定促進事業

- 2 -



課長名

■ □ Ｈ27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

柴田氏庭園、旧木下家住宅は平成27年度に事業を着手
・柴田氏庭園・・・解体工事および発掘調査、植栽整備
・旧木下家住宅・・解体工事および組立工事
大安寺は平成29年度に事業を着手
・大安寺・・・・・調査工事

―

□ 拡充 □

文化財活用には修理・整備が不可欠であるが、指定の迅速化の一方、修理・整備が取り残され、修理に着手できない文化財が数多く存在する。そのため、重要文化財
に指定されているなど、福井を代表する文化財のうち、崩壊の危機など緊急性の高いものにかかる修理事業を支援する。

　　○柴田氏庭園　　：　「北陸道と北前航路」・・・庭園の荒廃、書院・居宅は崩壊の危機
　　○旧木下家住宅　：　「里地里山」・・・・・・・崩壊の危機
　　○大安寺　　　　：　「禅宗の展開」・・・・・・不同沈下による建物の傾斜と経年劣化

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況 県が文化庁との連絡調整を行い、市町の事業を支援
（実績）

〕
政　　策  〔 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に

［事業目的］

歴史的魅力にあふれた文化財群を修理・整備することにより、福井県の魅力発信する手段として活用する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な県政
関連する県の計画等 〔 教育振興基本計画

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H31

事業主体 各市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 事業費の1/6 法 定 受 託 事 務 そ の 他

福井の文化財緊急修理事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水　邦夫

- 3 -



課長名

■ □ Ｈ27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

5,500 34,007 39,223

4,803 19,171 37,893

2,584 16,082

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(2) (4)

2 2 4

■ 無

□ 有

他県の状況 ―
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 補助金の交付件数
(目標) (3)

実績

成果指標
(目標)

文化財は「文化財保護法」に基づいて、適切な保存・活用を図ることが重要である。指定
文化財については、国の補助制度等を利用しながら保存・活用を図り、観光振興などに活
用する。実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

平成27年度は実施設計や測量調査等が主であったが、平成28年度より解体・修理工事にかかったことによる増

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 31,664

－２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

H31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

31,664 31,664

事業費の1/6 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水　邦夫

事業主体 各市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金

福井の文化財緊急修理事業

- 4 -



課長名

■ □ Ｈ27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

事 業
区 分

市町との連携状況
　１／２補助のほか、専門職員が調査協力を行って事業を進めて
いる。

我が国に現存する１２天守のうち最古の天守を持つ丸岡城について、建築史の調査等を実施することで、国宝指定を推進し、その歴史的価値を高めて、より一層の観
光振興や地域の活性化を図る。

丸岡城天守の建築年代や建築史上の特徴を明らかにするため、県と坂井市が連携して調査等を行う。
　○調査研究委員会の設置、科学的年代測定調査実施等
　　・建築史や建造物等の専門家からなる調査研究委員会の設置
　　・建築時期特定のための科学的年代測定調査の実施
　　・建築史上の意義を明らかにするため古文書や全国の城郭等建造物比較調査等の実施
　○文化庁との協議、松江城等の現地調査

［受益者］

□ 完了

事業評価

丸岡城国宝化推進事業

補 助 金 Ｈ31

実行予算

そ の 他

［事業目的］

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

関連する県の計画等
ビジョン  〔

政　　策  〔

元気な県政

日本のふるさと・ピースフル（Peaceful）福井
〔 〕

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

生涯学習・文化財課 清水邦夫

坂井市

縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 整理統合 □ 廃止

□ 拡充 □

■ 継続 □ 休止

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点

・調査委員会の実施
・科学的年代測定調査の成果公表

前年度実施した建築年代を特定する調査や他県の天守等の
類例調査などの補足調査を実施し、報告書を刊行する。

□ その他

課名

県１／２、市１／２

［想定される受益者数］

事業実施方法

事業主体

補助率

自 治 事 務

法 定 受 託 事 務

事 務
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 教育庁

補助

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

- 5 -



課長名

■ □ Ｈ27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

1,874 3,000 3,900

1,874 3,000 3,900

1,273 3,000

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(2) (3) (3)

2 2 3

■ 無

□ 有

実績等を踏まえた３０年度の変更点

前年度実施した建築年代を特定する調査や他県の天守等の類例調査などの補足調査を実施
し、報告書を刊行する。

目標・指標の考え方・積算根拠

国宝化を目指す

事 業
区 分

事業
開始
年度

丸岡城国宝化推進事業

事 務
区 分

自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 補助

補助率 県１／２、市１／２ 法 定 受 託 事 務

事業名

（役割分担）

区　　　　　　分 ３０年度

成果指標 国宝
(目標)

実績

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

他県の状況

【松江城】
・平成２２年２月「松江城国宝化推進室」設置
・平成２２年７月第１回「松江城調査研究委員会」開催
・平成２２年７月～　　学術調査実施
・平成２７年５月　文化庁文化審議会答申
・平成２７年７月　松江城国宝指定

関連事業の有無・
役割分担

活動指標 委員会の開催数
(目標) (3)

その他

前年度までの
主な増減理由

前年度まで建築時期特定のための科学的年代測定調査や建築史上の意義を明らかにするするための調査等を実施。
平成３０年度は事業のまとめとして、これまでの調査の補足調査と報告書刊行を実施。

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

補 助 金

当 初 予 算 額 の 推 移 3,225

区分 一般財源 国庫、その他財源の名称等

予算額

3,225 3,225

清水邦夫課名 生涯学習・文化財課

事業主体 坂井市

実績

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度

Ｈ31

そ の 他

事業費 国庫 起債

経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名継続 教育庁区分

- 6 -



課長名

■ ■ Ｈ28 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
H28　宿泊棟の設計
H29　宿泊棟の改修
　　 花野谷整理棟の解体設計

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

センター本部（一乗谷朝倉氏遺跡資料館と併設）と城東収蔵庫（こども歴史文化館内）等に収蔵している出土遺物および事務所・遺物整理作業機能を自治研修所跡地
へ移転して、１箇所に集約する。
 
○自治研修所（管理棟・宿泊棟）→　収蔵庫として活用
○自治研修所（研修棟）　　　　→　事務所・遺物整理作業場として活用

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

〕
政　　策  〔

［事業目的］

旧自治研修所の施設を活用し、現埋蔵文化財調査センター、こども歴史文化館等に分散して収蔵している出土遺物を集約化する

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔
関連する県の計画等 〔

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 Ｈ31

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 国１／２ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

埋蔵文化財調査センター移転整備事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水邦夫
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課長名

■ ■ Ｈ28 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

1,473 27,914

1,152 20,431

1,152

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

■ 無

□ 有

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績

成果指標
(目標)

平成３１年度までに移転整備を完了する

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 29,002

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

Ｈ31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

29,002 3,806 25,196 地域の特色ある埋蔵文化財活用事業

国１／２ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水邦夫

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金

埋蔵文化財調査センター移転整備事業
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課長名

■ ■ H19 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 12 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了書写・書道教育を推進するため、書写・書道指導員を学校へ派遣
児童生徒の漢字力の向上を図るため、「間違いやすい漢
字」教材の作成、「白川文字学こども漢字教室」を開催

■ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

１　白川文字学を活用した教員の指導力向上
　　○「間違いやすい漢字」教材の作成
　　○指導力向上を目的とした研修
　　○漢字指導者育成
　　○全小学校における授業
２　書写・書道教育の推進
　　○書写・書道指導員の派遣
　　○書写担当教員研修会
３　漢字教育・文化拠点機能の形成
　　○「白川文字学こども漢字教室」の開催
　　○白川文字学ゼミの開講　○第６回白川静漢字教育賞

［受益者］ 児童生徒、広く一般県民 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況 白川文字学に関する出前講座を公民館などで実施

事業名

〕
政　　策  〔 福井から人材育成

［事業目的］

白川文字学を活用した本県独自の漢字学習を学校において実践普及するとともに、全国の漢字教育をリードする拠点として、漢字教育に係る優れた事例や研究成果を
県外へ発信し、白川文字学の普及促進を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な社会
関連する県の計画等 〔 教育振興基本計画

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H31

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

「白川文字学」普及・研究促進事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水邦夫
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課長名

■ ■ H19 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 12 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

8,598 10,793 20,479 11,169

8,698 10,887 21,411 11,269

8,192 9,187 21,411

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

10,563 11,219 11,520

3,833 3,828 3,165

■ 無

□ 有

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
漢字学習講座等への参加
者数

(目標)

実績

成果指標
「白川文字学の室」入室
者数

(目標)
平成３１年度までに２万人を目指す

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

Ｈ２８年度は、白川静博士没後１０年企画の「白川文字学の室」のリニューアルや「記念フォーラム」による増加

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 11,286

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

H31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

11,286 11,286

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水邦夫

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 拡充 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金

「白川文字学」普及・研究促進事業
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課長名

■ ■ H23 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 8 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

H28入館者数61,583人
年間3回の企画展を開催
・夏季「医と文学展」
・秋季「三好達治展」
・冬季「明治維新と近代文学の夜明け展」
おしどり文学館協定を締結

展示のさらなる充実やおしどり文学館協定に基づく連携に
より、福井の文学およびふるさと文学館への関心をさらに
深めてもらう

□ 拡充 □ 縮減

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

（実績）

　　1.福井ゆかりの作家・作品に関する資料収集および調査研究

　　2.企画展の開催、常設展示の更新

　　3.各種イベントの開催や、創作活動の支援（教育普及活動）

　　4.館の管理運営

［受益者］ ［想定される受益者数］

〕
政　　策  〔 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に

［事業目的］

福井ゆかりの作家の著作等を収集し、県民が郷土文学に触れることで、文学に対する意識の高揚や文芸活動の活発化を図る

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な県政
関連する県の計画等 〔

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 ―

事業主体 ふるさと文学館
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

ふるさと文学館

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水　邦夫
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課長名

■ ■ H23 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 8 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

596,217 43,700 45,023 47,661

544,355 43,765 45,015 47,661

528,139 38,414 37,981

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(70,000) (70,000) (70,000)

21,320 81,779 61,583

(1) (3) (3) (3)

1 3 3

■ 無

□ 有

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 企画展の開催回数
(目標)

実績

成果指標 入館者数
(目標) (70,000)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

H25　　基本設計、実施設計
H26　　　建築改修工事、展示工事
H27.2.1　　　ふるさと文学館　開館

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 47,030

年間３本の企画展のほか、おしどり文学館協定に基づく連携展示や音声ガイドの導入、くつ
ろぎエリアの設置などにより、文学館の利用拡大を図る

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

―

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

47,030 785 46,245

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水　邦夫

事業主体 ふるさと文学館
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金

ふるさと文学館
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課長名

■ ■ Ｈ29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了
・耐震補強・改修工事の実施設計
・屋外調理施設整備の実施設計および建設工事

□ 拡充 □ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

（１）管理棟耐震補強工事
（２）改修工事等
　　　　　①外壁改修（管理棟、宿泊棟、体育館）
　　　　　②体育館改修（屋根全面防水、アルミサッシュ入れ替え、ルーフファン取替、ＬＥＤ照明器具取替）
　　　　　③管理棟、宿泊棟クロス張替
　　　　　④管理棟トイレ改修
　　　　　⑤屋外調理施設の整備

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

〕
政　　策  〔

［事業目的］

　鯖江青年の家について、平成３０年９月開催の福井国体に向けて、管理棟の耐震補強を行うとともに、建物の長期保全を図るため建物の改修を行い、快適な利用環
境を提供する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔
関連する県の計画等 〔

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 30

事業主体 鯖江青年の家
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 - 法 定 受 託 事 務 そ の 他

鯖江青年の家耐震補強・改修事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水邦夫
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課長名

■ ■ Ｈ29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

35,063

53,556 7,590

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

17,765 20,029 22,399

■ 無

□ 有

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
(目標)

実績

成果指標 鯖江青年の家利用者数
(目標)

30年福井国体までに完了

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

H28.2月補正　地方創生拠点整備交付金活用
H30～　耐震補強工事実施に伴う増

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 97,582

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

30

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

97,582 25,000 72,582 緊急防災・減災事業債

- 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 清水邦夫

事業主体 鯖江青年の家
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金

鯖江青年の家耐震補強・改修事業
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